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１ はじめに

わが国の就業構造の特性として、女性の労働力率に関

する「M字カーブ」の存在が、しばしば議論の対象とな

る。M字カーブとは、学校卒業後、就業した女性が、結

婚・出産等を契機として、労働市場から一旦退出し、育

児等の目処が立ってから、再び労働市場に参入し、定年

等で再び退出する、というライフサイクルによって形成

される、上昇→下降→上昇→下降という形状を示す労働

力率の曲線である。

現在の先進国で、このM字カーブがみられるのは、日

本や韓国等の東アジアの一部の国に限られているとさ

れ、その原因や動向について諸研究がなされている。

吉田 は、農家女性におけるM字カーブ形成の要因や１）

地域差について詳細な分析を行っている。本稿では、こ

の吉田論文の内容が、2000年～2005年においても妥当性

を維持しているかを検討し、加えて、農家女性における

M字カーブの地域差をもたらしている要因について統計

的検討を行う。

２ 分析方法

2000年および2005年農業センサスから、販売農家にお

ける「就業状態別世帯員数」を都府県（沖縄県を除く）

単位で集計した数値を組み替え、世帯員数のうち「仕事

が主」である者の比率を労働力率とみなし、５歳刻みの

年齢階層別に集計した労働力率を描出する。また、吉田

論文に倣い、「仕事が主」の世帯員を、「自営農業のみ」

「自営農業＋農外就業」「農外就業のみ」の３区分に分

け、これに「家事・育児が主」を加えて、吉田論文で示

された東北地域の特徴が、現在でも妥当性を持つか検討

する。

また、M字カーブの地域差をもたらす要因については、

先行研究で提示された諸仮説を元に、都府県単位で集計

されたデータとして利用可能なものを用いて、M字カー

ブとの関連を検討する。

３ 結果と考察

吉田は、東北地域のM字型就労の特徴を（東海地方と

比較して）「仕事が主」でない者のうち、家事などを主

とする者が、東海では嫁世代にも多く存在するのに対し、

東北では姑世代に偏っていること、東北においてはM字

の谷間部分における（農業と賃労働との）二重就業者の

層が厚いことの２点を指摘している。

この傾向が、最近でも残存しているかをみたのが図１

から図３である（ここでのM字カーブは「家事・育児が

主」と「農外就業のみ」との境界曲線である）。図１で

示した山形県は、吉田の指摘を最も再現しており、2005

年においても、図２の愛知県と比較して、30代における

「家事・育児が主」が少なく、M字の谷間（に留まらな

いが）の「自営農業＋農外就業」の多さは明瞭である。

参考のため、東北地域で最も二重就業の少ない青森県を

図３に示したが、やはり愛知県と比較すると「自営農業

＋農外就業」の率は高く、30代で「家事・育児が主」で

ある者も少ない。吉田の示した東北地域の農家女性にみ

られるM字型就労の特徴は現在でも妥当性を持つことが

確認できた。農家女性のM字カーブの地域差を示したの

が図４である。同じ販売農家の女性世帯員でも、東北（こ

こでは岩手）と首都圏（神奈川）とではカーブの形状（底

となる年齢階層も異なる）や推移に大差が認められる。

このようなM字カーブの地域差をもたらす要因を抽出

するべく、M字の落ち込み部分（「25～29歳」と「30～34

歳」との「仕事が主」比率の差）に着目して相関分析を

行ったところ、若年女性の賃金（賃金構造基本統計調査

による）との間にｒ＝.82の明確な相関（図５）があり、

経済要因が強く関与していることが示唆された。

４ まとめ

吉田（1995）による東北地域における農家女性の就業

構造論は現在でも妥当性があること、M字カーブの地域

差には経済要因が大きく関わることが確認できた。

引用文献

1)吉田義明（1995）『日本型低賃金の基礎構造 －直系

家族制農業と農家女性労働力－』日本経済評論社



図１ 山形県の販売農家女性世帯員の就業状況 図２ 愛知県の販売農家女性世帯員の就業状況

図３ 青森県の販売農家女性世帯員の就業状況 図４ 岩手県と神奈川県とのM字カーブの動向比較

図５ 都府県別賃金とM字カーブの「落ち込み」との関連（東北諸県を網掛けで表示）

資料：農業センサス（図１～図４） 農業センサス・賃金構造基本統計調査（図５）
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